青明舎　フェイスシート

平成20年　9月8日　担当：三浦　理見

	入　所　者
	氏　名　　鈴木　茂子　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和　30年3月4日生（53歳）

	
	住　所　〒039-1104　八戸市根城字馬場頭15-43　松園ハイツ203号　　電話　0178-24-0367　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	糖尿病・高脂血症・

	
	発症時期
	S50年頃（19歳時）
	罹 患 期 間
	約34年間

	
	入院回数
	3回
	延べ入院年数
	

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　　　）
	外来受診日
	水曜日（週　1　回）

	医療区分
	　生活保護

（担当：木村様）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	生活保護
	約10万円（障害者加算有）

	
	その他
	

	障害程度区分
	未申請

	日中活動の場
	デイケア

	住まいの場
	アパート

	登録年月日
	不明
	身長
	
	体重
	　

	最終学歴
	仙台市内高等学校　　　卒業
	免許・資格
	無し

	職　歴
	不明
	

	保　護　者
	氏　　名　　鈴木　英子　　　　様　　　　　　　続柄　　　次姉　　　（同居　・否）

	登録目的

青明者の訪問支援を活用しながら安定した生活を送る。

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①　S50年　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　仙台国立病院　　外来　　　

②　H5　年 7月15日～　H8年3月19日　　　　　　　青南病院　　　　入院　　　

③　H12年 6月4日　～　H12年9月30日　       　 青南病院　　　  入院

④　H14年 2月7日　～　H14年7月18日　        　青南病院　　　　入院



	

	生活歴

高校2年時に仙台市へ引っ越す。高校卒業後、1年程仕事に就くが、以後定職に就かず自宅にて無為に過ごしていた。S50年頃（本人19歳時）に自殺を図り仙台国立病院受診するが、数回受診し以後中断している。S58年・S63年に結婚しているが、どちらとも3年で離婚。H5年5月頃、「自分のものが勝手に使われている」等の被害関係妄想出現。易怒性亢進・興奮状態となり、H5年7月15日当院初診し同日入院となる。（～H8年3月19日）退院後、社会復帰援護住宅いちい荘にて社会復帰訓練を行いながら外勤を継続していた。閉所を機にH9年4月1日より生活訓練施設青山荘へ入所。H11年11月青山荘退所し、単身生活開始。H12年4月頃より、倦怠感・頭痛を理由に断薬し、同時期より被害関係妄想等の症状再燃し、当院2回目の入院となる。（～H12年9月30日）退院後は、作業所等を理由しながら単身生活を再開し生活していたものの、次第に無断欠勤が多くなり、以後生活リズムや食生活の乱れが生じていた。H14年1月頃より怠薬・不眠傾向、意味不明な言動ありH14年2月7日当院3回目の入院となる。入院後、薬物療法により症状沈静化したものの、病職の欠如見られていた。退院後は当院デイケア（5回/週）・訪問看護（1回/月）・地域生活支援センター等を利用しながら単身生活を送っている。定期的な外来通院はできているが、デイケア長期欠席、ギャンブル、借金等で度々問題を起こしている。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【母】

現在、鮫町にある特別養護老人ホーム入所中。次姉が主となり面倒を見ているが、本人も時々二姉と一緒に面会に出かけている。てんかんあり、度々発作を起こしている。

【次姉】

保護者。不定期ではあるが本人と連絡を取り合っている。本人の生活をよく思っておらず、入院生活を希望しているが、協力的。借金返済にも協力している。


平成　20年 9月8日（月）

	氏　名
	   鈴木　茂子　様
	男・女
	生年月日
	昭和30年3月4日（53歳）


	長期目標（中期・短期）

	（長　期）生活リズムの安定と繰り返し行われるギャンブルからの脱却。

（短　期）主治医から提示された条件を守り、継続した地域生活を送る。

	これまでの経過（前回評価日　　年　月　日）

	【生活状況】

　これまで、定期外来通院はされているものの、デイケア通所へは毎度理由をつけて欠席することや、青明舎訪問日にも不在であることが多く、アパート訪問した職員を見かけ他者訪問時に目を盗んで居なくなることがあり、生活状況確認が出来ずにいた。生活状況確認のため、本人宅へ生活福祉課職員が訪問するが不在であることが多く、デイケアへ訪問することもあったが、母の面会や保険外交の仕事（本人がついた嘘。仕事は行っていない）を理由に職員を騙し、パチンコをして毎日過ごしていた様子。

【借金】

　8/26（火）下妻様から３０万の借金があることが判明。下妻様が薬局での仕事を始めた頃から徐々に要求も頻回となっていたとのこと。また、月３万の返済額を決め、行っていたものの同月に再度借金を繰り返すため返済以上に借金額が増えていたことに加え、本人より「借金額１万に対して１万円の利子を付けて返す」と無謀な条件をつけたことからも借金額が３０万円に達していた。（実際の借金額＝１７万円）その後も、借金返済のため、日々パチンコに通っていたようであったが、逆にマイナスとなり下妻様の他にも神山様から７万円借金していた。（後に判明）

【主治医・保護者面談】

　9/1（月）本人、主治医、保護者（姉様）、各関係機関スタッフ（外来Ｎｓ、病院ＳＷ、青明舎職員、通所職員）で面談実施。以前も同様借金を繰り返し、条件としてデイケア通所を行うことを提示していたにも関わらず、１ヶ月間しかもたなかったことも含め、今後も同様ギャンブルと借金は繰り返すものと確信し入院を希望している。また、主治医からも姉様同様繰り返し行われていくもののとし、本人の入院拒否を考慮した上で厳しい条件を出し本人が守れなければ入院を勧めることとし、姉様・本人様も同意している。以下の条件の１つでも守れなかった場合には即入医院することと本人へは伝え、これまでの生活に対する反省を促し、危機感をもった生活を送るよう伝えている。
【返済】

　保護者面談前に、下妻様へは姉様の援助を受け１７万円、神山様へは後日７万円を返済している。今後姉様から借金返済のために借りた金銭を返済していかなければならないとのことで、姉様と返済予定を立てたとの事。姉様からは１万円ずつ返済しても良いことを伝えられていたが、本人は「早く返済したい」と夏季（１０月まで）は月３万円、冬季（冬季加算がつくまで）は月５万円ずつの返済計画を立てたとのこと。額が多いため、生活に支障がでることを指摘するも「やっていける」と話す。（生活費の内訳は未確認）




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	借金返済
	· 青明舎訪問時（第１・３土曜日）に生活状況の確認と金銭使途状況の詳細について確認し、生活状況と借金返済額について検討し、必要時には調整を行う。

· 訪問時の様子と借金返済額については各関係機関へ情報提供を行う。

· 借金返済状況については姉様へも定期的に確認する。
	6ヶ月

	本人を取り巻く交友関係の把握

（借金とギャンブルを未然に防ぐ）
	· 本人の交友関係について情報を張り、本人の話す生活状況が真実性のあるものかどうかを確認する。（借金・ギャンブル）

· アパート住民の生活状況や経済状況についても訪問時に随時確認し、借金が繰り返し行われていないかを確認する。

· 金銭を貸した方との関係性を良好に保てるよう、互いをフォローしながら、金銭の貸し借りの善悪について説明し、今後行わぬよう、また依頼があった際にはすぐに相談できるようにする。

· 不審な点がある場合には、デイケアへ情報提供し、事実確認や状況確認を依頼。また各関係機関へも随時情報提供を行う。
	随時





S63年結婚　S63年離婚








�





�





施設入所中


てんかん





S58年結婚　S61年離婚
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仙台在住


五戸町在住


八戸市在住（保護者）


東京都在住





〔条件〕


月～金の週５日毎日デイケア通所する。


訪問看護と青明舎訪問を毎週受ける。用があり不在にしなければならない場合は姉様へ連絡し、同意のもと関係機関へ連絡をいれてもらう。


パチンコ店への出入り禁止（他者の目撃情報を得た時点で入院）


借金をしない


外来通院後もデイケアへは通所する。


体調不良時には一度青南病院受診し、他科受診が必要な場合には青南病院から紹介状を書いて貰い受診する。








